
第 1３回 コンクリート工学年次大会'02（つくば）実行委員会 

電子化部会 議事録（案） 

 

日 時：2002 年 7 月 26 日（金）14:00～16:00 

場所：JCI 会議室 

出席者：丸山部会長、中村幹事、柄、森、日比野、斉藤、牧の各委員 

    竹田、戸口（事務局） 

    窪田、三浦（開発計算センター） 

 

配付資料： 

13-0 議事次第 

13-1 第 12 回電子化部会議事録（案）（中村幹事） 

13-2 査読システム合同委員会用資料（KCC） 

13-3 つくば大会参加者数一覧（事務局） 

13-4 JCI 年次大会の電子化に関するアンケート結果（日比野委員） 

 

議事： 

1. 前回議事録の確認（資料 13-1） 

 前回議事録を確認した。また、丸山委員長からつくば大会の電子化は成功裏に終わったことの

報告が行われた。 

 

2. つくば大会アンケート結果について 

(1)日比野委員から資料 13-4 に基づきアンケート結果が報告された。 

 ・CD-ROM 論文集については賛成多数であった。 

 ・検索機能については改善必要との意見が多かった。 

 ・電子メールについては、個人で信頼度がかなり異なる。 

 ・Netscape で戻るボタンを押すと入力項目が消えるとのトラブルの意見が多かった。 

 ・ファイルサイズは、1MB 以下のファイルに対しては 350KB 程度であった。 

(2)アンケート結果に関連し、以下の意見交換ならびに作業確認が行われた。 

 ・紙版は今後も必要と思われる。 

 ・ファイルサイズは当面 700KB 以下でよい。 

 ・参加費の支払いに関するアンケート項目について、年齢層別の整理をして欲しい。 

 ・日比野委員がアンケートの結果を取り入れて、つくば大会の報告原稿の原案を作成する。 

 ・日比野委員が講演などの他部会に関連する項目を整理し、渡すこととした。 

(3)事務局から資料 13-3 に基づき、つくば大会での各セッションの参加者数が紹介された。 

 

３．今後の作業ならびに検討課題について 

(1)丸山委員長から、今後の組織について説明があった。 

 ・つくば大会の実行委員会としての電子化部会は今回が最後となる。 

 ・今後は電子情報化委員会として、活動することとなる。 

 ・丸山委員長、中村幹事は留任する。委員は、つくば大会の他部会からの委員を除き留任の予

定である。後日正式に委員依頼が行われる。 

 ・電子情報化委員会には、次回ならびに次次回の年次大会と査読委員会から委員として参加し

てもらう予定である。 

(2)電子情報化の今後の作業ならびに検討課題について 

 ・査読システムを予定通り完成させる。 

 ・ACI との HP のリンクを行う。 

 ・文献調査委員会と連携し、課金システムを含む電子文書の閲覧について検討する。 

(3)年次大会について 

 ・KCC から来年度に向けての反省点として、題目や著者名の変更時期があげられた。 

 ・年次大会全体の作業スケジュールを作成する必要がある。 

 ・地方で開催する場合の電子化の対応を考える必要がある。 



 ・HP については、KCC が対応した方が作業がスムーズに進む。 

 ・事務局から、９月末までに会員になってもらうよう８月号に原稿を載せたことの報告があっ

た。 

 

４．査読システムについて 

 KCC から合同委員会で行う説明事項の紹介が行われた。 

 

５. その他 

 ・第１回電子情報化委員会を、9月 4日（水）13:00～15：00 に行う。 

 ・査読委員会との合同委員会での意見交換をふまえ、データベース WG を作成することとし、次

回に原案を提出してもらう。WG メンバーは、森（主査）、斉藤、柄、日比野の４人とする。 

 

以上 


